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Identity and Access Management

手のひら静脈認証を中心とした

多要素認証を実現する

PCログオン認証ソリューション

Windowsや業務システムにおける本人認証を強化するソリューションとして、

業種を問わず、幅広くご採用いただいております。

多要素認証の導入は、富士通にお任せ！

このようなお悩みはありませんか？

認証強度が弱い  パスワード認証だけでは確実な本人認証になっていない

認証方式の非統一  PCやドア入退、複合機など、認証方式が対象によって別々

共有アカウントの識別  共有アカウントではログ上、誰が利用しているか追えない

煩雑な認証  長く複雑性を持ったパスワード、携行必須のカードの管理が大変

Windowsログオン

Windowsログオン時に、手のひら静脈＋パスワードの多要素認証が
可能です。

業務システムログオン

ご利用中の業務システム(ID/パスワード入力を行うもの)に対し、
改修不要*で手のひら静脈認証対応が可能です。

手のひら静脈認証のあとに、パスワード認証を行う多要素認証も可能です

※ 業務システムの作りによってはうまく連携できないケースがあります （購入前の検証機のお貸出もしております）

1要素目（手のひら静脈） 2要素目（パスワード）
※設定した場合

ログオン

1要素認証 2要素認証
パスワードを生体認証やICカード認証に置き換え 2つの認証方式の組み合わせ（例：生体＋パスワード）

・煩雑なパスワードを覚える必要のない快適な認証環境
・手のひら静脈なら利便性とセキュリティ強度を両立

・機密性の高い情報に、より強固なアクセス制限を実現
・官公庁発行のセキュリティガイドラインや法令などへの対応

自治体での導入実績No.1
確かな導入実績で業種問わずに多要素認証の導入を支援します

生体認証の国内トップベンダ―として
自社技術で3種類の生体認証方式を提供する唯一のベンダーです
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手のひら静脈認証を中心とした多要素認証を実現するPCログオン認証ソリューション

高い認証精度により、なりすましを防ぎます
富士通独自技術の手のひら静脈認証は市販されている生体認証の中でもトップレベルの

認証精度を誇ります。複製や偽造を防止し、確実な本人認証に貢献します。

気軽に導入可能な構成・価格帯をラインナップ
スタンドアロン構成は1台から導入が可能です。

「まずは試験的に導入してみたい」「特定の機密端末に導入したい」というリクエストにも

柔軟に対応します。

富士通コンタクトライン（総合窓口）0120-933-200
受付時間 9:00～12:00および13:00～17:30 （土曜 ･日曜 ･祝日 ･当社指定の休業日を除く）

富士通株式会社 お問い合わせフォーム

お問い合わせ先

本ソリューションの特長

なぜ本ソリューションなのか

様々なシステムを
手のひら静脈認証で統一可能

複数の認証方式に対応

小規模から大規模システムまで
構築可能

障害時にも認証継続可能

手のひら静脈のデータをサーバーに一元管理することで、手のひら静脈を一度登録
すれば、PCログオンや入退室管理、認証印刷など、用途ごとに登録することなく
認証方式を統一し利用することができます。

手のひら静脈認証のほか、顔認証、指紋認証、ICカード認証に対応しております。
適用するPCの特性に応じて柔軟に方式を選択可能です。

お客様のシステム規模や認証方式にあわせて、小規模スタンドアロン構成から
数万人の大規模システムに対応するサーバー構成まで構築可能です。

ネットワークやサーバーの障害発生時にも認証を継続可能な機能を有し、
万が一のトラブルにもPCの利用を妨げません。

様々な認証シーンに統一基盤で対応できる唯一の認証ソリューション
他社製品を含めた幅広い連携ラインナップで、一度手のひら静脈を登録すれば、PCログオン・

ドア入退・認証印刷・勤怠打刻などの企業内の認証方式としてご利用可能です。

https://contactline.jp.fujitsu.com/customform/csque25104/676116/
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